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　　Succinic　dehydrogenase（SDH）activity　in　frozen　sections　of　hamster　tongue　muscle　was　studied
histochemically，　and　the　following　results　were　obtained．
　　1）On　the　basis　of　SDH　activity　of　tongue　muscle，　it　was　shown　that　hamster　tongue　muscle丘bers
could　be　classi丘ed　into　red，　white　and　intermediate　muscle丘bers．　The丘bers　of　each　group　consisted　of
35％，6％　and　59％，　respectively．
　　2）The　diameter　of　hamster　tongue　muscle丘bers　generally　ranged　from　25　to　40μ．　No　signi丘cant
difEerence　i鍛diameter　were　observed　among　the　three　types　of且bers．
　　3）The　histological　structure　of　the　cross　sections，　showed　that　the　red　muscle　fiber　had　a　Felder
structure，　and　that　the　white　and　intermediate　muscle　fibers　had　Fibrillen　structure．
緒 論
　骨格筋における代謝酵素系の組織化学的検索については
これまで多くの報告1～10）があるが，哺乳動物の口腔領域の
諸筋についてのこれらの研究はあまり行われていない．
　さきに松浦11），北12・13）は筋の比較生理学的ならびに口腔
外科学的見地から，イヌの舌筋および咬筋の弛緩因子系の
性質を生化学的に検討し，さらにこれらの筋の筋線維構成
を知るために，組織化学的観察を行っている．
　本論文では，北13）のイヌの舌筋と比較するためにハムス
ターの舌筋について，コハク解脱水素酵素（SDH）活性を
組織化学的に検索した結果を報告する．
実験方法
1．材料＝生後約2ヵ月の雄ハムスターの舌を用いた．
2．方法ニエーテル麻酔下に摘出した舌の中央部付近か
　らほぼ5×8×6mmの小肉片を切り出し，これを直ちに
　アセトンドライアイスで凍結し，さらに一30℃のcryo－
stat中で約12μの連続切片をf乍製した．
3．組織化学的検索法：SDH活性の証明法は北13）に従
いNachlas　8’α♂．14）の方法によった．すなわち上記の切
片をNachlas　8孟α乙14）の基質反応液（0．2　Mコハク酸ナ
　トリウム，o．2　Mリン酸緩衝液，ニトローBT（1　mg／m4））
で37。C下に10～30分間処理し，10％ホルマリン溶液で
10分間固定したのち，グリセリンゼラチンで封入し，検
鏡した．
4．筋線維の直径の測定：北13）に従い，マイクロメータ
ーで測定した長径と短径の和の1／2をその筋線維の直径
　とした．
成 績
　以下の成績はすべて横断面像の観察によった．
　Photo．1に示すように，ハムスターの舌筋においても
SDH反応による染色の程度から，諸種の骨格筋について
の従来の報告1酎7）と同様，3種類の線維が区別された．す
なわち，SDH活性が最も高く，濃染している線維，活性
が低く，したがって最も淡く染色されている線維，および
両者の中間の染色性を示す線維が認められた．また筋の横
断面の組織学的構造から，濃染された線維ではFelder構
造15）を，淡染されたもの，および中等度に染色している線
維ではFibrillen構造15）を示すものが多かった（Photos．
2and　3）．なおハムスター舌筋では，結合組織が比較的少
なく，筋線維は密に配列していた．
　従来の報告1・4）によれば，SDH活性が高く，それゆえに
濃染される線維は赤筋線維，活性が低く，淡く染色される
線維は白筋線維，その活性が中等度のものは1中間型線維で
あると言われている．また筋線維の横断面の構造からFi－
brillen構造とFelder構造とが区別され，多くの場合前者
は白筋線維に，後者は赤筋線維に対応することも知られて
いる15）．したがってハムスターの舌筋におけるこれら3種
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類の線維は，それぞれ赤筋，白下ならびに中間型線維とみ
なすことができるであろう．
　次に舌筋を構成する各種筋線維の割合と線維の直径の関
係をFig．1に示した．
　SDH活性の高い赤筋線維は約35％を占めており，その
直径は20～40μで，とくに約25～35μのものが多数を占
めていた．中等度に染色する中間型線維は約59％と最も
多く，その直径は20～50μで，とくに約25～40μのもの
が多く，SDH活性の低い白筋線維は約6％を占め，直径
は25～45μで，とくに約25～30μの範囲のものが多かっ
た．以上のようにハムスターの舌筋において，上記3種類
の筋線維の間には直径に関して，ほとんど差を認めなか
った．
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Histogram　of　the　diameter　of五ber
in　hamster　tongue　muscle．　The
total　number　of丘bers　Ineasured
was　100．
考 察
　最近，北13）はイヌの舌筋をSDH活性ならびにphos－
phorylase活性の両面から検討し，この筋はほとんどが直
径30～50μを示す赤筋線維から構成されていることを報
告している．
　本実験の成績において，ハムスター舌筋はSDH活性な
らびに筋線維の横断面の構造から，SDH活性が高くかつ
Felder構造を示す赤筋線維，活性が低くかつFibrillen構
造を示す白筋線維，およびSDH活性が中等度でかつFi－
brillen構造を示す中間型線維の3種類から成ることが明
らかにされた（Photos．1，2and　3）．ハムスターの舌筋は
イヌの舌筋13）と異なり，その構成線維は中間型線維が約
59％を占め，赤筋線維は約35％にすぎなかった（Fig．1》
また，この筋の線維の直径は，イヌの舌筋13）のそれに比
し，全般的に細く，20～40μとくに約25～35μの線維が
大多数を占め，赤筋，白帯，および中間型の3者で直径に
関してほとんど差が認められなかった（Fig．1）．
　以上のハムスターの舌筋とイヌの舌筋における成績の差
は北13）が指摘しているように，おそらく動物種の差に起因
すると考えられるが，その理由はなお不明である．なお，
赤筋線維と白筋線維の直径に関しては，赤筋線維は白筋線
維より細いという報告16卍20），逆に赤筋線維の方が太いとい
う報告21），あるいは高橋のウサギ筋において両者の間にほ
とんど差がないという報告などがあり，必ずしも一致して
いない・ハムスターの舌筋についての本成績はウサギ筋と
比較して，直径はやや細いが3種の筋線維の間にほとんど
差がないという点において，高橋の報告22）と一致すると思
われる．また，北13）のイヌの舌筋の線維の配列状態は，ハ
ムスターのそれと比較して結合組織が多く，筋線維がまば
らに存在していた．これは動物種の差であると考えられる
が，北13）の場合，舌尖部を観察したのに対して，われわれ
の場合はほぼ舌の中央部を観察したことによる差の可能性
も除外できない．
　骨格筋の組織化学的研究においては，SDH反応だけで
なく，さらにこれを裏づけるためにphosphorylase反応を
併用することが一般に行なわれている3・9，10・23～25）．しかし
一般にSDH活性が高い赤筋線維ではphosph・rylase活
性が低く，SDH活性が低い白筋線維では，　phosphQrylase
活性が高いことが認められている319・10・13・23僧25）．したがっ
て，筋線維を組織化学的に分類するためには，SDH活性
あるいはphosphorylase活性のいずれか一方についての
検討で十分であると思われる．しかし本論文においては，
さらにKrUger15）による白下および赤筋線維にそれぞれ特
徴的な横断面の構造すなわちFibrillenおよびFelder構
造にも着目した．
　一般に機能的には赤筋は遅筋に，白田は速撃に属すると
されている26）．したがってほとんどが赤筋線維から成るイ
ヌの舌筋13）と，約59％の中間型線維，約35％の赤筋線維
および約6％の白筋線維から成るハムスターの舌筋との間
には機能的にも差があることが予想されるが，これらの点
については，北13）も指摘しているように，舌筋の収縮速度
などに関する生理学的検討にまたなければならないであ
ろう．
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